
幼児を遊びの事故から守るために

　子供が安全に楽しく遊べるように、気を付けていますか？
　幼児期に遊びを通して体を動かすことはとても大切なことです。遊びの中で状況に応
じて機敏に体を動かし、危険を回避できるようにすること（安全についての構えを身に
付ける）が大切です。しかし、子供が活発に動くと、転んだり、人や物にぶつかったり、
高い所から落ちたりと危険なことが増え、時には、思いも寄らない事故につながること
もあります。
　保育施設では、子供が楽しく体を動かして遊べるように保育者が常に安全を心がけ、
子供の生命を守ることに努めることが肝心です。事故防止の対策はもちろん、小さな事
故を大きな事故にしないためにも、日頃から安全対策や対処方法をお互いに共有するこ
とも重要です。

　保育施設での事故に対する災害共済給付件数は、2008 年度から 2013 年度の 6
年間に、全国で死亡見舞金の支給 57 件、障害見舞金の支給 133 件、医療費の支給
391,529 件ありました。この中で体を動かす遊び中に起きた事故事例として多いのは、
すべり台、鬼ごっこ、鉄棒、雲梯などです。
　しかし、危険だからといって体を動かす遊びの活動を制限してしまうことは望ましくあ
りません。事故防止の対策や安全管理を十分に行い、子供が安全に楽しく遊べるように
することが保育施設の役割として一番大切なことです。

　次に紹介する事故事例と対策を参考に、安全で楽しい体を動かす遊びを心がけま
しょう。
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リズム遊び ～糸まきひっぱりっこ～

遊びの例：
１）親子で手をつなぎ、円を作ります。
２）『糸まきまき』の歌を歌いながらみんなで回り、

「引いて引いて」のところで力いっぱいひっぱ
りっこをします。

リズム遊び ～ひっぱりっこゲーム～

遊びの例：
１）１チーム２、３人ずつの２チームに分けます。
２）各チーム１人が床に寝そべり、他の人は足首

を持ちます。
３）寝そべった同士が手をつなぎ、他の人は引っ

張り合います。
４）手を離したら負けになります。

家庭でも体を動かす遊びを積極的に取り入れてもらうよう設けられた
親子に向けた遊びの会です。

● 親子ふれあい広場（北海道標津郡標津町）

参加者の声
・日頃、仕事が忙しくて土日くらいしか子供とふれあえないので、こういう機会に一緒に遊べたのがよかったです。

家でもできるものがいろいろあったので、帰ってもやりたいと思います。
・音楽を使って子供と一緒に動くのが楽しかったです。子供が自分からやりたいと言うのがすごいなと思いました。

プレイリーダーからのメッセージ
・家に帰ってからも、親子で遊べるような遊びを伝えることを心がけています。体をいろいろと動かすことがねらいな

ので、体を動かして、あれ？楽しいなと思ってもらえたらうれしいです。
・スキンシップやコミュニケーションを大切にしてほしいので、遊具をたくさん使うのではなく、体ひとつや身近な物で

遊べるように心がけています。

体を動かす遊び中の
事故事例と対策
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研修会・学習会等を通じてプレイリーダーを育てる取組事例


